
令和５年度 

京都市地域リハビリテーション推進会議  

次 第 
 

 

令和５年１２月１８日（月） 

午後２時００分～「研修室」 

 

１ 報告 

（１）地域リハビリテーション推進事業及び相談事業の実施状況等について           

（別紙１）  「地域リハビリテーション推進研修」実施状況、プログラム 

（別紙２）  障害福祉サービス事業所等訪問支援事業チラシ 

（別紙３）  地域ガエルのお出かけ講座チラシ  

（別紙４）  失語症のある方の相談支援事業チラシ 

（別紙５）  おはなし広場チラシ 

（２）高次脳機能障害者支援の実施状況等について 

（別紙３）  地域ガエルのお出かけ講座チラシ〔再掲〕 

（別紙６）  作業体験プログラムチラシ 

（別紙７）  当事者・家族交流会チラシ 

（別紙８）  高次脳機能障害支援ネットワーク会議チラシ 

（別紙９）  入門講座（後期）チラシ 

 

 

２ その他 

 

 

【資料一覧】 

・委員名簿（p1） 

・京都市地域リハビリテーション推進会議開催要綱（p2） 

・地域リハビリテーション推進事業及び相談事業の実施状況等について（p5） 

・高次脳機能障害者支援の実施状況等について（p12） 

・別紙１～９（p21） 

 

【別冊資料】 

（資料１） センター機関紙「リハ❀エール（第３０号）」 

（資料２） センター機関紙「リハ❀エール（第３１号）」 

 



令和5年7月1日現在（敬称略）

氏    名

上原
うえはら

　春男
は る お

加藤
か と う

　博
ひろし

史

市田　哲郎
い ち だ てつろう

丹生　卓也
に う たくや

木村
き む ら

　耕司
こ う じ

麻田　博之
あさ だ ひろゆき

渡邉
わたなべ

　　聡
さとし

吉村
よしむら

　貴子
た か こ

木下　直子
き の し た な お こ

荒木　香織
あ ら き か お り

酒伊　良行
さ か い よしゆき

宇川　征宏
うがわ　　　 まさひろ

松倉　一記
ま つ く ら か ず き

西村
にしむら

　聡
さとし

近藤　正樹
こ ん ど う ま さ き

上島　圭一郎
うえしま けいいちろう

須
す

蒲
がま

　浩二
こ う じ

坂本
さかもと

　貴文
たかふみ

西尾
に し お

　　健
けん

（事務局）京都市地域リハビリテーション推進センター

　

　　　　　電　話：075-823-1650　　ＦＡＸ：075-842-1545

事務局員氏名 職　　　　　名

後藤　弘雅 三施設一体化整備担当部長

大塚　真理子 企画課長

山口　信義 相談課長

中芝　貴彦 支援施設課長

津島　道子 企画課企画係長

林　　智裕 相談課相談判定係長

小野田　光宏 相談課地域リハビリテーション推進係長

全　　智奈 相談課高次脳機能障害支援係長

 口　真也 支援施設課機能訓練係長

渡辺　陽子 企画課係員

一般社団法人京都医療ソーシャルワーカー協会 理事

京都市地域リハビリテーション推進会議委員名簿

所　　属　　機　　関　　等

学識経験者／医師

学識経験者／龍谷大学 名誉教授

一般社団法人京都府医師会 理事

社会福祉法人京都市社会福祉協議会 参加支援部担当部長

京都市身体障害者福祉施設長協議会 会長代理

一般社団法人京都府理学療法士会 会長

一般社団法人京都府作業療法士会 会長

一般社団法人京都府言語聴覚士会 会長

公益社団法人京都府看護協会 常任理事

京都市障害者地域生活支援センター連絡協議会 理事

京都市居宅介護等事業連絡協議会 理事

京都市生活介護等事業(障害者デイサービス)連絡協議会 生活支援員

公益社団法人京都府介護支援専門員会  理事

京都市保健福祉局障害保健福祉推進室 企画・社会参加推進課長

京都市教育委員会事務局指導部 総合育成支援課長

京都府健康福祉部リハビリテーション支援センター センター長

京都市域京都府地域リハビリテーション支援センター センター長

京都市地域リハビリテーション推進センター 所長

　　　　　〒604-8854　京都市中京区壬生仙念町30番地

1



2



3



4



 

  

 

１ 地域リハビリテーション推進事業 

 

(1)研修・指導事業  

ア 地域リハビリテーション推進研修 （別紙１） 

市内の障害福祉サービス事業所等に勤務する職員を対象に、リハビリテーションをはじめ福

祉・介護サービスに関する知識及び技術の向上を図ることを目的とした研修を実施している。 

   講座の一部については、健康長寿のまち・京都推進室及びこころの健康増進センターと連携

し、共催とする取組を行っている。 

   講座については、令和３年度から、会場での開催とオンライン（Zoom）での開催を併用して

実施している。実習については、令和３年度に、事業所等を訪問して実施する「出講型」の形

式を新たに設け、令和４年度には、会場での実習も併せて実施した。令和５年度は、会場のみ

で開催する講座も実施している。 

    

   ＜地域リハビリテーション推進研修実施状況＞  

※令和５年度は、１０月以降に１２講座を実施するとともに、実習は、事業所からの依頼による「出講型」

の実習を随時実施する予定。 

 

イ 総合支援学校等教職員研修事業 

市内の総合支援学校や、肢体育成学級、通級指導教室等に従事する教職員のリハビリテーシ

ョンに関する知識及び技術の向上を図るため、各校からの依頼に応じてリハビリ専門職員を派

遣し、各校の希望に沿った研修等を実施している。 

 

  ＜総合支援学校等教職員研修事業実施状況＞ 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度（９月末現在） 

事例研修 

 

３校３３回  

延べ１６４人受講 

・西総合支援学校 

・東総合支援学校 

・呉竹総合支援学校 

２校２３回  

延べ８２人受講 

・西総合支援学校 

・呉竹総合支援学校 

１校６回  

延べ２２人受講 

・西総合支援学校 

 

肢体育成学級研究会 １校１回  

延べ５人受講 

１校２回  

延べ１０人受講 

０校０回  

延べ０人受講 

※令和５年度は、１０月以降に事例研修として西総合支援学校で１２回研修予定。 

 
令和３年度 令和４年度 

令和５年度 

（９月末現在） 

増減 

（R4→R5） 

講座 

講座数（講座） １８ ２０ １０ △１０ 

定員数（人） １，５４０ １，６２０ ７５０ △８７０ 

受講者数（人） １，３６４ １，３３０ ７７６ △５５４ 

実習 

講座数（実習） １ ７ ７ ０ 

定員数（人） ６ ４２ ４２ ０ 

受講者数（人） ３ ４８ ５４ ６ 

地域リハビリテーション推進事業及び相談事業の実施状況

等について（令和５年度会議資料） 
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 ウ 障害福祉サービス事業所等訪問支援事業 （別紙２） 

   市内の障害福祉サービス事業所等からの依頼に基づき、利用者個々の身体状況の把握や介助

の方法等について、当センターの専門職員（理学療法士・作業療法士・言語聴覚士等）が訪問

のうえ助言を行っている。  

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、事業所等からの依頼が例年よりも

少なかった。 

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の感染状況が少し落ち着いてきたこともあり、依

頼がコロナ前の水準まで戻ってきた。令和５年度も、令和４年度と同様のペースで実施してい

る。 

 

 ＜訪問実績＞                     

     令和３年度 令和４年度 
令和５年度 

（９月末現在） 

生活介護 

訪問箇所数（箇所） １１ １７ １０ 

延訪問回数（回） １３ ４４ １８ 

延指導職員数（人） ３１ １０４ ２８ 

就労移行・ 

就労継続支援 

訪問箇所数（箇所） ７ ５ ２ 

延訪問回数（回） ７ ５ ４ 

延指導職員数（人） １５ １３ ５ 

居宅介護 

訪問箇所数（箇所） ７ １１ ７ 

延訪問回数（回） ３ ４ ０ 

延指導職員数（人） １０ ２５ １６ 

その他 

（相談支援事業所等） 

訪問箇所数（箇所） ２５ ４７ ２５ 

延訪問回数（回） ２７ ５８ ２７ 

延指導職員数（人） １２７ ４８５ ２０１ 

計 

訪問箇所数（箇所） ５０ ８０ ４４ 

延訪問回数（回） ５０ １１１ ４９ 

延指導職員数（人） １８３ ６２７ ２５０ 

     

エ 電動車椅子講習会 

京都府警察中京警察署交通課及び電動車いす安全普及協会の協力を得て、電動車椅子を利用

している方、これから利用を考えている方やその介助者、さらにはケアマネジャーなど利用に

関する相談を受ける立場にある方等を対象に、電動車椅子を安全に利用していただけるよう、

適切な操作方法等について、実技を中心とした講習会を実施している。 
令和３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から定員を半分としつつも、例年

どおり実施する予定であったが、コロナの感染状況を踏まえ、令和４年２月は中止となり、３

月開催分のみとなった。 
令和４年度も同様に、定員を半分にして２回実施した。令和５年度は、定員を１５名に増や

して２回実施する予定である。 
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＜電動車椅子講習会実施状況＞ 

   

 

 

 

 

※令和５年度は、１１月に２回目を実施予定。 

 

オ 関係機関等への講師派遣研修 

（ア）地域ガエルのお出かけ講座（地域リハ関係） （別紙３） 

    リハビリテーションに関する知識及び技術の向上を図るため、関係機関等からの依頼に基

づき、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士等の専門職員による講師派遣を行っている。 

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、派遣の依頼が減少していたが、令和３年度から

は、講座のメニューを充実させるとともに、より申込みいただきやすいように、参加人数の

要件を「１０名以上」から「５名以上」に緩和するなど、工夫しながら実施している。 

 

（イ）その他の講師派遣 

    地域ガエルのお出かけ講座でメニュー化していない内容や、他機関と共同で講師を行う場

合等についても、従来どおり関係機関等からの依頼に基づき、当センターで対応可能なもの

については、講師の派遣を行っている。 
      

＜講師派遣研修の状況＞  

※令和５年度は１０月以降、地域ガエルのお出かけ講座１件を実施予定 

 

 

 

 

 

 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

実施回数（回） １ ２ １ 

参加者数（人） ５ １７ １４ 

 令和３年度 令和４年度 
令和５年度 

（９月末現在） 

地域ガエル

のお出かけ

講座（地域

リハ関係） 

箇所数（箇所） ３ ７ ３ 

派遣回数（回） ５ ９ ３ 

受講者数（人） ５７ １５８ ３０ 

その他の 

講師派遣 

箇所数（箇所） ３ ６ ２ 

派遣回数（回） ７ ９ ６ 

受講者数（人） １０８ １７１ １１９ 

計 

箇所数（箇所） ６ １３ ５ 

派遣回数（回） １２ １８ ９ 

受講者数（人） １６５ ３２９ １４９ 
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＜その他の講師派遣の内訳（令和５年度分（９月末現在））＞    

 依頼者 派遣目的 派遣職員 参加者 参加人数 

 

地域ガエル

のお出かけ

講座 

（地域リハ

関係） 

障害者支援施設 

大原野の杜 

食事を安全にとるため

に 

ST1 名 

PT1 名 
支援者 １１ 

アサヒケアサービ

ス株式会社 

グループホーム安

らぎ 

支援者の腰痛予防～か

らだの使い方や姿勢の

工夫～ 

PT2 名 支援者 １１ 

アサヒケアサービ

ス株式会社 

ケアサービス冨士 

支援者の腰痛予防～か

らだの使い方や姿勢の

工夫～ 

OT1 名 

PT1 名 
支援者 ８ 

その他の 

講師派遣 

鳴滝総合支援学校

（３回） 
生活援助従事者 

PT1 名 

OT2 名 

受講対象高校生

（3 年 4 名） 
８ 

京都市立総合支援

学校教育研究会 

日常生活動作（ADL）の

仕組みと支援のポイン

ト（全体研修） 
OT1 名 教職員 ８０ 

京都市立総合支援

学校教育研究会 
手の機能からみる ADL
（分科会） 

OT1 名 教職員 ２７ 
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(2)啓発事業  

 ア センター機関紙「リハ❀エール」の発行 （別冊 資料１、資料２） 

    センター事業に関する情報等を発信するために発行し、関係機関に配布している（平成２７

年１１月に創刊し、３箇月に１回程度の頻度で発行。ただし、令和５年度は、当センターの移

転直前となるため、例年の１１月下旬発行分は見送り。）    

今後も内容の充実とともに、より手に取って読んでいただける紙面づくりに努める。 

    

    ＜令和５年度の発行状況＞  

発行月 内   容 

 

令和５年５月 

（第３０号） 

・高次脳機能障害入門講座の案内 

・障害者支援施設の食事の紹介 

・地域リハビリテーション推進研修の紹介 

 

 

令和５年８月 

（第３１号） 

・脳障害を理解するっ!!（高次脳機能障害・発達障害・認知症）Season2 

・障害者支援施設の訓練プログラム（作業活動）の紹介 

・「電動車椅子の講習会」の案内 

・地域リハビリテーション推進研修（10 月以降開催講座の申込受付）の紹介 

     

 イ インターネットを使った情報発信 

フェイスブックを活用して、障害福祉サービス事業所等訪問支援事業や地域リハビリテーシ 

ョン推進研修等の情報発信を行っている。 
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２ 相談事業 

(1) からだの動きに障害のある方の体力測定会＆からだの相談会  

身体に障害をお持ちの方の体力の確認、身体機能の維持・向上及び社会参加の促進を目的とし

て、体力測定会と、専門職員（医師、看護師、保健師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、

管理栄養士、ケースワーカー）による「からだの相談会」を実施している。 
令和５年度は、令和４年度に引き続き、集団で実施するのではなく、１時間ごとに２名の少人

数で実施した。 
 

   ＜体力測定会＆からだの相談会実施状況・参加者数＞      

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

実施回数（回） ２ ２ ２ 

参加人数（人） １０ １１ １４ 

  ※測定項目：血圧、握力、下肢筋力、棒反応、長座位体前屈、バランス機能、歩行速度等 

  

 

(2) 失語症のある方の相談支援事業 （別紙４） 

失語症のある方の社会参加を促進するため、失語症のある方やその家族、支援者に対して、言

語聴覚士が中心となって個別相談やグループワークによる会話の練習等を行い、障害の理解を深

めていただくとともに、コミュニケーション手段の助言や利用できる社会資源の紹介、利用のた

めの橋渡しを行っている。 

 

 ＜失語症のある方の相談支援事業実施状況＞      

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) おはなし広場 （別紙５） 

  言語に障害のある方が、言語訓練後も自信を持って社会参加できるよう、言語聴覚士が中心と

なって語らいの場を提供している。 

  平成２９年度からは失語症のある方の相談支援事業の中にあるグループワークの一つとして位

置付け、当事者間の語らいや交流の場として開催するとともに、新規の利用者拡大を図っている。 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、開催を一時中止する月もあっ

たが、令和４年度からは、予定どおり開催できている。最近は、新しい参加者が増えるなど、地

域で生活されている失語症の方のコミュニケーションの場としての役割も果たしている。 

   

 
 
 

 令和３年度 令和４年度 
令和５年度 

（９月末現在） 

相談者数（人） １２ １３ ９ 

うち継続相談者数（人） ２ ３ １ 

延べ相談回数（回） １２ １４ ９ 
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 ＜おはなし広場実施状況＞     

 

 

 

 

 

 

 

(4) その他の専門相談（からだの動きに障害のある方の相談等） 

    からだの動きに障害のある方等からの様々な相談や社会活動、社会参加に関する相談、福祉用 
具全般に係る利用相談等、障害のある方の障害特性や各々の活動目的に対応した専門相談を実施 
している。 

 
 ＜相談実績＞              

 
令和３年度 令和４年度 

令和５年度 

（９月末現在） 

からだの動きに係る相談 １３ ２２ ８ 

福祉用具に係る相談 ２ ２ ２ 

 

 令和３年度 令和４年度 
令和５年度 

（９月末現在） 

実施回数（回） ２１ ３０ １５ 

参加者数（人） １３７ １８８ １０５ 
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ｊ 

 
 
 
１ 高次脳機能障害者支援センター 
 

 当事者やその家族、関係機関等から高次脳機能障害に関する相談をお受けし、支援コーディネー

ター等専門スタッフが地域生活支援等の個別支援のほか、障害福祉サービス事業所や医療機関等へ

の支援を行っている。（令和５年度は医師１、保健師１、看護師２、心理判定員２、作業療法士１

の体制） 

 

 

(1)個別支援及び事業所支援 

ア 相談状況（新規相談件数） 

支援センターへの新規の相談件数については、新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、

近年はやや減少傾向にある。相談内容としては、 症状や対応方法についての相談、当センター

施設利用も含めた何らかのリハビリや訓練に関する相談、就労・復職や日中活動に関する相談

が多い。 
  

＜相談者別状況＞                   ＜方法別状況＞ 

相談者 
令和 

３年度 

令和 

４年度 

令和５年度 

(９月末現在) 

 
相談方法 

令和 

３年度 

令和 

４年度 

令和５年度 

(９月末現在) 

本人 

家族 

支援者等 

３０ 

７９ 

８２ 

３５ 

６５ 

８３ 

１３ 

３８ 

３９ 

電話 

来所 

１８３ 

８ 

１７３ 

１０ 

８５ 

５ 

合計 １９１ １８３ ９０ 

合計 １９１ １８３ ９０ 

    

＜相談内容別状況＞ 

相談内容 令和３年度 令和４年度 
令和５年度 

(９月末現在) 

疾病・症状 

対応方法 

診察希望 

退院後の生活 

リハビリ希望 

当センター支援施設利用 

日中活動（在宅福祉サービス等） 

就労・復職 

復学 

運転関係 

各種制度（手帳、年金など） 

その他 

４６ 

１５ 

８ 

８ 

１６ 

４５ 

１２ 

３７ 

０ 

１ 

１０ 

２１ 

３８ 

１５ 

９ 

１２ 

２２ 

３９ 

１７ 

３０ 

２ 

０ 

８ 

２９ 

９ 

８ 

５ 

３ 

１２ 

２９ 

９ 

６ 

０ 

１ 

３ 

２２ 

 うち、本障害に関すること 

   本障害に起因しない相談 

１９ 

２ 

２４ 

５ 

２０ 

２ 

合計 ２１９ ２２１ １０７ 

 

 高次脳機能障害者支援の実施状況等について 

（令和５年度会議資料） 
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イ 支援状況 

   これらの相談に対して行った支援の具体的な内容は以下のとおりである。 

   復職、新規就労や福祉サービスの利用等については、それぞれの方の障害特性を踏まえた支

援調整が必要となるため、担当の支援コーディネーターを決めたうえで継続的な支援を行って

いる。   
 

    ＜支援内容の内訳及び件数＞（支援した内容をすべてカウント） 

支援内容 令和３年度 令和４年度 
令和５年度 

(９月末現在) 

対処方法や制度等の助言 １，９８６ ２，１３９ １，０２１ 

当センター障害者支援施設 ８２ ５５ ２５ 

専門医による診察 １３２ １４９ ６０ 

 確定診断 

支援方針の策定等 

診断書作成 

１２ 

９１ 

２９ 

２１ 

９９ 

２９ 

１ 

４５ 

１４ 

心理検査 ４ １２ ２ 

作業体験プログラム １７１ １２６ ４７ 

カンファレンス参加 ２５ １８ １２ 

当事者・家族交流会 ７６ １３４ ７４ 

その他 ６６ ７３ ６９ 

合計 ２，５４２ ２，７０６ １，３１０ 

  

 

   ＜継続支援の状況＞ 

   （令和４年度）                 （令和５年度（９月末現在））       

内訳 件数 

 

内訳 件数 

継続支援を要する相談 ９４ 継続支援を要する相談 ７７ 

 支援終了件数 ３０  支援終了件数 １３ 

支

援

結

果 

地域生活移行や日中活動支援 

就労（復職、新規） 

就労支援事業所利用 

復学や学校生活 

確定診断 

その他（支援事項の消滅等） 

６ 

５ 

５ 

１ 

５ 

８ 

支

援

結

果 

地域生活移行や日中活動支援 

就労（復職、新規） 

就労支援事業所利用 

復学や学校生活 

確定診断 

その他（支援事項の消滅等） 

１ 

７ 

１ 

０ 

２ 

２ 

令和５年度に引き継ぐ件数 ６４ 継続中の件数 ６４ 

支

援

ニ

｜

ズ 

地域生活移行や地域生活 

就労 

復学や学校生活 

確定診断 

その他 

１３ 

４４ 

３ 

４ 

０ 

支

援

ニ

｜

ズ 

地域生活移行や地域生活 

就労 

復学や学校生活 

確定診断 

その他 

８ 

５０ 

４ 

２ 

０ 
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ウ 作業体験プログラム （別紙６） 

高次脳機能障害による仕事への影響や現在の作業能力を評価するとともに、工夫の提案等を

行う小集団のプログラムを実施している（週１回、１回２時間、１人当たりの参加回数は８回

程度）。模擬的な職場環境を設定し、様々な作業体験や他者とのやり取りの経験を通して、参加

者自身が今後の働き方を検討する機会となっている。プログラムで得た個別の評価結果や代償

手段の提案などを今後の就労検討に活用してもらうことを目的に、参加者に作業体験報告書を

作成し、交付している。プログラム終了後は、復職や新たな就職、福祉就労等に向けて、担当

の支援コーディネーターが、職場やハローワーク、障害者職業センター、就労支援事業所等の

相談や見学に同行し、障害特性を踏まえた仕事選びや工夫、対応について助言するなどの個別

支援を行っている。   

令和５年５月中旬までは、新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策（１回当たりの定員縮

減、開催回数を週２回に拡大、検温、手指の消毒、換気、ソーシャルディスタンスに配慮した

座席配置等）を徹底した上で実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 当事者・家族交流会 （別紙７） 

 同じような経験者だからこそ「安心して話せる」「分かってもらえる」場を設け、孤独感や不

安感の軽減と、今後の生活に役立つ情報交換や相互支援を図ることを目的に、月に１回開催し

ている。 
また、交流会参加者のニーズを踏まえ、生活を広げていくうえで利用できる制度や資源を知

ることを目的とした行事の企画（事業所訪問等）を行っている。 
令和３年度及び令和４年度は、感染症拡大防止の対策（１グループ当たりの人数制限、検温、

手指の消毒、換気、ソーシャルディスタンスに配慮した座席配置等）を徹底した上で実施した。 
 
 ＜当事者・家族交流会実施状況＞    

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 令和３年度 令和４年度 
令和５年度 

(９月末現在) 

実施回数 ４６ ６０ ２８ 

参加実人数 ２７ ２０ ８ 

参加延人数 １７１ １２６ ４７ 

 令和３年度 令和４年度 
令和５年度 

(９月末現在) 

実施回数 ８ １２ ５ 

延べ参加者数 ７６ １３４ ７４ 

14



オ 高次脳機能障害支援ネットワーク会議 （別紙８） 

平成２７年度までは京都府が府下全域を対象に開催。平成２８年度は京都市域での実施がな

かったが、平成２９年度からは京都府と本市の共催により開催している。 

高次脳機能障害に対する理解を深めるとともに、医療、福祉、介護、就労、教育、相談支援

等の高次脳機能障害者支援に関わる機関で、取組状況を情報共有するとともに、地域の置かれ

ている課題について意見交換を行うなど、関係機関相互の切れ目のない支援ネットワークの構

築を図っている。 

 

  ＜高次脳機能障害支援ネットワーク実施状況＞ 

年度 実施日 内容 参加者数 

令和 

３年度 
10 月 29 日 

（Zoom によるオンライン開催） 

講演「医療から地域へ～神奈川リハビリテーション病院の取組から～」 

神奈川リハビリテーション病院 青木重陽氏 

京都光華女子大学健康科学部教授  上田敬太氏 

グループでの交流・意見交換 

６２ 

令和 

４年度 
11 月 17 日 

（会場とオンライン「Zoom」のハイブリッド開催） 

講演「脳障害を理解するっ!!（高次脳機能障害・発達障害・認知症）」 

京都光華女子大学健康科学部教授 上田敬太氏 

京都大学医学部附属病院精神科神経科助教 上床輝久氏 

グループでの交流・意見交換 

※ 地域リハビリテーション推進研修との共催 

１０１ 

 

後日講演部

分録画視聴 

３０ 

令和 

５年度 
12 月 6 日 

「京都市域における高次脳機能障害のある方への就労支援」 

報告「就労支援の取組」 

ハローワーク京都七条 京都障害者職業相談室 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構京都支部 京都障害者 

職業センター 

京都障害者就業・生活支援センター 

しょうがい者就業・生活支援センターはあとふるアイリス 

京都ジョブパークはあとふるコーナー 

京都府リハビリテーション支援センター（かもがわグループ） 

京都市高次脳機能障害者支援センター（作業体験プログラム） 

講演「脳外科医と精神科医が考える就労支援のタイミング」 

京都大学医学部附属病院脳神経外科特定講師 舟木健史氏 

京都光華女子大学健康科学部教授 上田敬太氏 

事例検討「（支援者向け）上手な就労支援機関の使い方」 

京都大学医学部附属病院脳神経外科特定講師 舟木健史氏 

京都光華女子大学健康科学部教授 上田敬太氏 

各就労支援機関職員 

― 
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(2)各種研修 

ア 入門講座 （別紙９） 

高次脳機能障害のある方やその御家族、支援者及び関心のある方を対象に、高次脳機能障害

の基礎知識を学ぶ機会として、平成２７年度から実施している。 

 参加者の内訳としては、概ね当事者や家族が２割、支援者やその他市民等が８割の比率とな

っている。 

 令和３年度以降は、会場での集合研修と YouTube を活用したオンライン研修とを合わせて開

催している。 

 

＜入門講座実施状況＞      

開催回 内 容 

参加者数 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 

第１回 高次脳機能障害 概説 １４１ ７３ １５５ １３２ ２４４  

第２回 注意障害・記憶障害・遂行機能障害 １６０ ９９ １７６ １４４ ３２５  

第３回 社会的行動障害 １７６ ９８ １７６ １４２ ３３８  

第４回 失語症 １６８ １０７ ２０４ １５０ ３４５  

第５回 就労 １６２ １０２ １８４ １３７ ３１７  

特別編 当事者・家族の声、関連事業所紹介 ― １６０ ― ２６９ ―  

  ※参加者数は、会場受講者数とオンライン受講申し込み者数を合算した数を計上 

 

イ 医療機関研修  

  医療機関との連携強化や障害理解促進を目的として、平成２８年度から医療機関（急性期病

院や回復期病院等）が主催する院内研修に講師派遣を行ってきた。令和元年度及び令和２年度

は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止した。令和３年度からはオンライン会

議システム（Zoom）を使用し、当センター主催の研修会として開催している。 

 

  ＜医療機関研修実施状況＞ 

年度 実施日 内容 参加人数 

令和 

３年度 
11月17日 

講演「脳損傷後の各ステージで医療に求められる役割」 

（Zoom によるオンライン開催） 

 京都光華女子大学健康科学部教授  上田敬太氏 

６０ 

令和 

４年度 
10月27日 

講演「高次脳機能障害の症例から学ぶ 入院中の関わりと退院時

支援のススメ」（Zoom によるオンライン開催） 

 京都光華女子大学健康科学部教授  上田敬太氏 

７９ 

令和 

５年度 

3 月 11 日 

（予定) 

講演「脳損傷後の様々な後遺症と患者さんの気づき（仮題）」 

（Zoom によるオンライン開催） 

 京都光華女子大学健康科学部教授  上田敬太氏 

― 
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ウ よくわかる高次脳機能障害セミナー（介護保険施設・事業所職員対象研修）  

介護保険施設や事業所職員への高次脳機能障害の周知を目的に、平成３０年度から、介護ケ

ア推進課の協力を得て、「京都市認定調査員現任研修会」の同日午前に、同じ会場で実施してき

た。 

令和２年度からは、オンライン会議システム（Zoom）を使って開催している。 

 

＜よくわかる高次脳機能障害セミナー実施状況＞ 

年度 実施日 内容 参加者数 

令和 

３年度 
1 月 20 日 「認知症ケアの知識と経験はこう使える！～共通点と相違点～」 １５７ 

令和 

４年度 
1 月 19 日 同上 ９７ 

令和 

５年度 

3 月 4 日 

（予定） 
同上 ― 

 

 

 エ 支援者向け研修 

医療、福祉、介護、就労、教育、相談支援等の関係機関職員を対象に、高次脳機能障害への

理解を深め、専門知識及び支援技術の向上を図ることを目的に研修を実施している。 

 

年度 実施日 内容 参加者数 

令和 

５年度 
11 月 8 日 

（会場とオンライン「Zoom」のハイブリッド開催） 

講演「脳障害を理解するっ!!（高次脳機能障害・発達障害・認知

症）Season2」 

小石川東京病院精神科副院長 丹治和世氏 

京都光華女子大学健康科学部教授 上田敬太氏 

※ 地域リハビリテーション推進研修との共催 

― 

 

 

オ 事業所等での研修・講師派遣 （別紙３）〔再掲〕 

   平成２９年度から、支援機関及び地域に専門職員を派遣し、リハビリテーションに関する知

識や技術の向上、高次脳機能障害支援の拡大を目的とした「地域ガエルのお出かけ講座」を開

催している。 

   また、令和元年度からは、小児の高次脳機能障害について、教育委員会総合育成支援課と連

携し、教職員への研修に参画している。 
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＜小児高次脳機能障害研修実施状況＞ 

年度 開催機関 内容 派遣講師 参加者数 

令和 

３年度 
LD 等通級指導専門性

向上研修会（10/6） 

「発達障害と高次脳機能障害の

違いと関連性について」 

（Zoom によるオンライン開催） 

京都大学医学部附属病院 

作業療法士 草野祐介氏 
４１ 

令和 

４年度 

LD 等通級指導専門性

向上研修会（2/13） 

「子どもの高次脳機能障害と学

校生活～リハビリテーションの

視点を活かす～」 

（Zoom によるオンライン開催） 

千葉県千葉リハビリテーシ

ョンセンター 

中島友加氏、須田真紀氏、

川原佑亮氏 

  ４８ 

令和 

５年度 

LD 等通級指導専門性

向上研修会（11/14） 

「ケースから考える！ 発達障

害・高次脳機能障害による読み

書き困難」 

大阪市立総合医療センター 

小児脳神経内科・小児言語

科医長 温井めぐみ氏 

― 

 

＜地域ガエルのお出かけ講座（高次脳関係）他、関係機関への講師派遣研修実施状況＞  

 

 

 

 

 

 

 

(3)普及啓発 

ア 市民向け啓発 

令和３年度より、入門講座を YouTube 上でオンデマンド配信することにより、高次脳機能障

害の知識を広く市民に届けられるようにしている。 

 

イ リーフレット 

高次脳機能障害者支援センター及び障害者支援施設のリーフレットを、関係機関に送付する

とともに、各種研修等でも配布している。 

 

ウ インターネットを使った情報発信 

高次脳機能障害者支援センター独自のホームページとフェイスブック、YouTube チャンネル等

を活用して、高次脳機能障害に関する知識の普及や研修等の情報発信を行っている。令和３年

度より、当センターの事業や研修等の紹介動画を YouTube チャンネル上に公開している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和３年度 令和４年度 
令和５年度 

（９月末現在） 

 
派遣回数 ２ ２ ８ 

受講者数 ２９ ３６ ８３ 
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（令和５年９月末現在） 

２ 高次脳機能障害に特化した障害者支援施設 

 

 (1)施設概要 

   当センター内に設置されている障害者支援施設について、平成２７年４月から、支援対象者を

従来の肢体不自由のある方から高次脳機能障害のある方に転換し、平成２７年１０月からは短

期入所支援も開始している。 

  〔定員〕 

① 自立訓練  ４０名（生活訓練１５名、機能訓練２５名） 

     （うち入所支援３０名） 

② 短期入所  ２名（空床利用） 

 

 

(2)運営実績 

   新施設運営開始から一定年数が経過し、回復期リハビリテーションを実施している市内の主

な医療機関を中心に利用者を受け入れてきた結果、年々利用者が増加し、令和元年度には、月

平均利用者数が３３人となった。 

令和２年度以降、新型コロナウイルス感染拡大の影響のため、月平均利用者数が減少し、令

和４年度も感染者数の拡大の影響により月平均利用者数が２４人となったが、令和５年度に入

り、利用希望者は増えてきている。 

コロナ対策としては、引き続きクラスターの発生を予防するため手指消毒など基本的な感染

予防対策を行うとともに、換気をしっかり行うなど感染予防に注意を払いながら施設運営を行

っている。施設利用の見学や面接については、必要な訓練を求めている方々のニーズを満たせ

るように感染予防を心掛けながら受け付けている。 

今後、新しい支援施設のパンフレットを作成し、関係機関への定期的な配布や動画を活用す

るなどＰＲ活動の強化に努め、より多くの利用者の確保を図っていきたい。また、業務内容等

の効率化を図るなど効果的な取組の検討を進めていく。 

 

 

ア 訓練別利用者の状況 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 総数 

 入所 通所 

総数 ２７ ７ ２０ 

 生活訓練 ２０ ４ １６ 
機能訓練 ７ ３ ４ 
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イ 利用開始・終了の状況  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 ＜令和５年度の月別の状況＞       ※「月末現在数」の「計」は「月平均値」 

 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計 

新規 

利用 

自立訓練 ２ １ １ １ ４ ２ １１ 

入所支援 ０ ０ ０ ０ ０ １ １ 

利用 

終了 

自立訓練 ２ １ １ ２ １ ０ ７ 

入所支援 １ ０ １ ０ １ ０ ３ 

月末現在数 ２３ ２３ ２３ ２２ ２５ ２７ ２３.８ 
 入所支援 ８ ８ ７ ７ ６ ７ ７.２ 

短期入所延人数 １ ０ ３ ３ ２ １ １０ 

 実利用者数 １ ０ ２ ２ ２ １ ８ 

    
 
 ウ 自立訓練終了者の状況（令和４年度、５年度分）   ※令和５年度は９月末現在 

年

度 

訓練

種別 
復職 

新規 

就労 

就労移 

行支援 

施設 

就労 

継続 

施設等 

生活 

介護 

事業所 

その他 

施設 

介護 

保険 

ｻｰﾋﾞｽ 

学校 その他 合計 

令

和

４

年

度 

機能

訓練 
２ ０ ０ ４ ０ ２ ５ ０ ２ １５ 

生活

訓練 
２ ０ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ３ ９ 

合計 ４ ０ ０ ８ ０ ２ ５ ０ ５ ２４ 

令

和

５

年

度 

機能

訓練 
０ ０ ０ ２ ０ ０ ２ １ ０ ５ 

生活

訓練 
０ １ ０ ２ ０ ０ ０ ０ １ ４ 

合計 ０ １ ０ ４ ０ ０ ２ １ １ ９ 

  ＊複数該当する場合はそれぞれに計上 

開始・終了 サービス種別 令和３年度 令和４年度 
令和５年度

（９月末現在） 

 

新規利用開始 
自立訓練 

機能訓練 ６ ８ ３ 

生活訓練 １０ １０ ８ 

施設入所支援 ５ ８ １ 

利用終了 
自立訓練 

機能訓練 ８ １１ ３ 

生活訓練 １０ ９ ４ 

施設入所支援 ９ ７ ３ 
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